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都道府県番号 学校名 北海道鹿追高等学校 外８校（園） 27～29 

 

平成２９年度研究開発自己評価書 

 

 Ⅰ  研究開発の内容  

１ 教育課程 

（１）編成した教育課程の特徴 
   カリキュラムの区切りを「１－４－４－４」とし、町全体で「身に付けさせたい資質と能

力」を明確にした。「かかわる力」「主体的」「考動力」をキーワード行った。ＥＳＤの

視点を取り入れ、５歳児から高校３年生までの発達段階表を作成し、指導計画と評価基準

の見直し再編成を行った。 

 

 

 

 

鹿追町が考える【身に付けさせたい資質と能力】発達段階表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定こども園 小学生（６） 中学校（３） 高校（３） 

５歳児（１） 
小学１～４年生 

（４） 
小学５～中学２年生（４） 中学３年生～高校３年（４） 

英語を使った遊び 体験を重視した学び 交流して取り組む学習 学んだことを生かす学習 

発達段階 ５歳児 小１～小４ 小５～中２ 中３～高３
ESDの視点 国立教育政策研究所

批判

・自分の考えを持つことができる ・情報を基に自分の考えや意見を持つこ
とができる

・情報をもとに判断・考察し、自分の意見
を持つことができる

・ 合 理 的 、 客 観的 な 情報 や 公 平 な 判 断 に
基 づいて 本 質 を見 抜 き、 物 事 を思 慮 深 く建
設 的 、 協 調 的 、代 替 的 に思 考 ・ 判 断 する力

見通す

・今やることがわかる ・課題解決方法を見通すことができる ・情報を共有して、実態に応じながら課題
解決方法を見通すことができる

・ 過 去 や 現 在 に基 づき、 あるべき未 来 像
（ ビジ ョン） を予 想 ・ 予 測・ 期 待 し、 そ れを他
者 と共 有しな が らも、 物事 を計画 する力

多面性

・様々な方法を考えることができる ・人・もの・自然について理解し、様々な
立場や視点で考えることができる

・人・もの・こと・社会・自然などのつなが
り・かかわりを理解して、様々な立場や視
点で考えることができる

・ 人 ・ もの ・ こと・ 社 会 ・自 然 な どの つな が
り ・ か かわ り ・ ひろが り（ シ ス テ ム ） を理 解
し、 それ らを多面 的 、 総 合 的 に考 え る力

コミュニケーション

・自分の気持ちを伝えることができる ・積極的に自分の気持ちを伝え、他者の
気持ちも考えることができる

・自分の気持ちや考えを伝えると共に他
者の気持ちも考えながら、積極的にコミュ
ニケーションを行うことができる

・ 自 分 の 気 持 ちや 考 え を伝 え ると共 に他 者
の 気 持 ちや 考 え を尊 重 し、 積 極 的 にコミ ュ
ニケーシ ョンを行 う力

協力

・一緒に活動することを楽しむことが
できる

・協力して課題を解決することができる ・協力して課題を解決し発展させることが
できる

・ 他 者 の 立 場 に立 ち、他 者 の 考 え や 行 動
に共 感するとともに、 他 者 と協 力 ・ 協 同し
て 物 事を進 めようとする態 度

つながり

・様々な事柄に関心を持つことが
できる

・人・もの・ことに直接触れ、良さを見つけ
ることができる

・人・もの・こととのつながりを大切にしよう
とすることができる

・ 人 ・ もの ・ こと・ 社 会 ・自 然 な どと自 分との
つな が り・ か か わ りに関心 を持ち、 それ ら
を尊 重 し大 切 にしようとする態度

参加

・友だちと遊ぶことができる
・楽しさを見つけることができる

・ものごとに主体的に参加することができ
る

・自分にできること、役割を理解して、主
体的にふりかえりながらものごとに参加す
ることができる

・ 集 団 や 社 会 における自 分 の 発 言 や行 動
に責 任を持 ち、自 分 の 役 割 を理 解 すると共
に、 物 事に主 体的 に参加 しようとする態 度

主観 客観
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時
間

単元 名 指導内 容
時
間

単 元名 指導 内容 Hi,f r iendsとの 関連
時
間

単 元名 指導 内容 Hi,f r iendsとの 関連
時
間

単 元名 指導内 容 Hi ,f r iendsとの 関連
時
間

単元 名 指導内 容 Hi ,f r iendsとの 関連
時
間

単元 名 指導内 容 Hi ,f r iendsとの 関連
時
間

単元名 指導内容 Hi ,f r ien dsとの 関連
時
間

単元名 指導内容
時
間
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時
間

単元 名 指導内 容
時
間

単 元名 指 導内容
時
間

単元名 指導内容
時
間

単元名 指導内 容

1 自己紹介 1 自己紹介 1
自己紹介
クラスルームイン
グリッシュ

1 自己紹介 自己紹介
①Lesson 1
Hello!

1 自己紹介 自己紹介
①Lesson 1
Hello!

1 自己紹介 自己紹介　
①Lesson 1
Hello!

1 自己紹介　
①Lesson 1
Hello!

1 My hobby is～. 1 自己紹介スピーチ 1 自己紹介 自己紹介 1 自己紹介 自己紹介 1 自己紹 介 自己紹介 1 is similar to ～

2 あいさつ 2 あいさつ 2
感情や体調を表す
形容詞①

①Lesson 2
I'm happy.

2 家族 2 Ｄo you like?
①Lesson 5
What do you like

2 3 questions 復習 2 ★小6中2交流① 2 自己紹介スピーチ 2 ★小6中2交流① 2 I recommend 2 Family Tree 2 インタビュー活動 2
調べ学習(世界の地
理について)

3
クラスルームイン
グリッシュ①

3
クラスルームイン
グリッシュ①

3
感情や体調を表す
形容詞①

①Lesson 2
I'm happy.

3 数字（１～１００）
②Lesson 1
Do you have ?

3 Ｄo you play?
①Lesson 5
What do you like

3 教科・時間割
①Lesson 8
I study Japanese.

3 ★小6中2交流② 3 Family Tree 3 ★小6中2交流② 3
マッピング
スピーチ作成①

3 職業／used to be 3
日本で人気のス
ポーツとその理由
のまとめ

3 発表

4
クラスルームイン
グリッシュ②

4
クラスルームイン
グリッシュ②

4 How are you?
①Lesson 2
I'm happy.

4 数字（１～１００）
②Lesson 1
Do you have ?

4 Ｄo you have?
①Lesson 5
What do you like

4 I study～ on…
①Lesson 8
I study Japanese.

4 ★小6中2交流③ 4 年齢 4 ★小6中2交流③ 4
スピーチ作成②
スピーチ練習

4 発表 4
調べ学習(海外で人
気のスポーツ)

4 栄養素に関する語

5 色 5 色
①Lesson 5
What do you like

5 天気・気候 5 年齢 5
What ○○do you
[like/play/have]?

①Lesson 5
What do you like

5 Today, we have～ 5 He/She wants to～ 5 職業 5 be going to～ 5
スピーチ発表
(Show &  Tell)

5 like ～ing 5 発表 5
the major food in ～
is

6 遊び 6 形①
①Lesson 6
What do you like

6 ★幼小２交流 6 職業 6
What ○○do you
[like/play/have]?

①Lesson 5
What do you like

6 ★小5中1交流① 6
This is～
He/She is～

6
家族紹介
スピーチ作成

6 will～ 6
田舎と都会の良いと
ころ調べ

6 リスニング 6
aboriginal
settlement

6
発表(日本と海外の
食品の栄養面の比
較)

7 ★幼小１交流 7 形②
①Lesson 7
What do you like

7 教室の名前 7 家族紹介（準備） 7 建物①
②Lesson 4
Turn right.

7 ★小5中1交流② 7 発表(準備) 7
家族紹介
スピーチ発表
(Show & Tell)

7
友達や先生とのイン
タビュー活動

7
意見交流の基礎①
（単語・フレーズ）

7 インタビュー 7
調べ学習
(海外の歴史)

7
The diet is healther
because ～

8 ★幼小２交流 8 数字（１～１０） 8 文房具 8 家族紹介（準備） 8 建物② ②Lesson 4
Turn right.

8 ★小5中1交流③ 8 発表(準備) 8 曜日と教科 8 I want to～ 8
意見交流の基礎②

（進め方①）
8 be known for～ 8 日本と海外の違いに

ついてのまとめ
8 リスニング

9 ハロウィン 9 体の部位 9 校舎内にあるもの①
①Lesson 7
What's this?

9
家族紹介
（スピーチ）

9 方向
②Lesson 4
Turn right.

9
１日の生活を表す動
詞

②Lesson 6
What time do you ?

9 発表（スピーチ） 9 ★小5中1交流① 9 I can～ 9
意見交流の基礎③

（進め方②）
9

リスニング／調べ
学習(海外の学校)

9 テーマ決め 9
日本と海外の食事の
栄養面の違いをまと
める

10 クリスマス 10 モンスターゲーム 10 校舎内にあるもの②
①Lesson 7
What's this?

10 曜日
①Lesson 8
I study Japanese.

10 Where is～?
②Lesson 4
Turn right.

10 What time do you～?
②Lesson 6
What time do you ?

10 I want to～?
①Lesson 6
What do you want?

10 ★小5中1交流② 10
自分が行きたい外国
調べ

10 ★中3高2交流① 10 学校紹介まとめ 10 発表準備 10 発表

11 スポーツ
①Lesson 4
I like～?

11 校舎内にあるもの③
①Lesson 7
What's this?

11 月① 11
Where is～?に対する
答え
（場所前置詞等）

②Lesson 4
Turn right.

11 ★小5中1交流④ 11
Where do you want
to go?

②Lesson 5
Let's go to Italy.

11 ★小5中1交流③ 11 ★小6中2交流④ 11 ★中3高2交流② 11 インタビュー活動 11 発表練習 11 is grown in～

12 遊び① 12
学校探検①
(アクティビティ)

12 月② 12
道案内
(アクティビティ)

②Lesson 4
Turn right.

12 ★小5中1交流⑤ 12 外国調べ
②Lesson 5
Let's go to Italy.

12 日課 12 ★小6中2交流⑤ 12 ★中3高2交流③ 12 リスニング 12 発表 12 インタビュー活動

13 遊び② 13
学校探検②
(アクティビティ)

13
序数
（1st～31st）

②Lesson 2
When is your
birthday?

13
道案内
(アクティビティ)

②Lesson 4
Turn right.

13 ★小5中1交流⑥ 13 発表（準備） 13
自分の日課の英作
文

13 ★小6中2交流⑥ 13 I respect 13 発表 13 There is / are～ 13
調べ学習(外国の農
産物について)

14 Let's play～. 14 乗り物 14 日付
②Lesson 2
When is your
birthday?

14 性格を表す形容詞 14 This is +場所 14 ★小6中2交流④
②Lesson 5
Let's go to Italy.

14 ★小5中1交流④ 14
紹介したい日本文化
調べ

14 性格を表す形容詞 14 リスニング 14 発表準備 14
日本と海外の農業の
違いのまとめ

15 ★幼小１交流 15
身近なもの
（簡単な名詞）

15 My birthday is～.
②Lesson 2
When is your
birthday?

15
He/She is wearing
～①

15 We can～. 15 ★小6中2交流⑤
②Lesson 5
Let's go to Italy.

15 ★小5中1交流⑤ 15 マッピング 15 構想練り① 15 発表準備 15 発表 15
調べ学習(日本の飲
み水について)

16 野菜①
①Lesson 4
I like～?

16
形状や状態を表す形
容詞

16
When is your
birthday?

②Lesson 2
When is your
birthday?

16
He/She is wearing
～②

16 鹿追調べ① 16 ★小6中2交流⑥
②Lesson 5
Let's go to Italy.

16 ★小5中1交流⑥ 16 スピーチ作成① 16 構想練り② 16 発表 16
ゴミ分別に関する語
彙の確認

16
調べ学習(海外の飲
み水について)

17 野菜②
①Lesson 4
I like～?

17 形容詞＋乗り物 17 時刻の言い方① 17
He/She has～
He/She is～①

17 鹿追調べ② 17 職業①
②Lesson 8
What do you want to
be ?

17
鹿追の観光地
調べ学習①

17
スピーチ作成②
スピーチ練習

17
友達や先生と交流し
よう

17 have been ～ing 17 インタビュー活動 17 発表

18 果物①
①Lesson 4
I like～?

18 形容詞＋名詞 18 時刻の言い方② 18
He/She has～
He/She is～②

18 ★小5中1交流⑦ 18 職業②
②Lesson 8
What do you want to
be ?

18
鹿追の観光地
調べ学習②

18
スピーチテスト
(Show &  Tell)

18 ★中3高3交流① 18 職業 18
調べ学習(海外のゴ
ミの分別について)

18
調べ学習(鹿追町の
水について)

19 果物② ①Lesson 4
I like～?

19 スポーツ ②Lesson 3
I can swim.

19 １日の生活を表す動
詞①

19 人物紹介（準備） 19 ★小5中1交流⑧ 19 ★小6中2交流⑦
②Lesson 8
What do you want to
be ?

19 ★小5中1交流⑦ 19 I want to be～. 19 ★中3高3交流② 19 リスニング 19 日本と海外の違いに
ついてのまとめ

19
調べ学習(海外の水
の保護の仕方につい
て)

20 動物①
①Lesson 4
I like～?

20 楽器① 20
１日の生活を表す動
詞②

20 人物紹介（準備） 20 ★小5中1交流⑨ 20 ★小6中2交流⑧
②Lesson 8
What do you want to
be ?

20 ★小5中1交流⑧ 20 ★小6中2交流⑦ 20 ★中3高3交流③ 20 インタビュー活動 20 インタビュー活動 20 発表

21 動物②
①Lesson 4
I like～?

21 楽器② 21
自分の日課
スピーチ準備①

21
人物紹介
(アクティビティ)

21 料理 21 ★小6中2交流⑨
②Lesson 8
What do you want to
be ?

21 ★小5中1交流⑨ 21 ★小6中2交流⑧ 21 テーマ決め 21 手紙の書き方 21
調べ学習(海外のゴ
ミ回収システムにつ
いて)

21
調べ学習(海外で一
番使われている発電
方法)

22 海の生き物
①Lesson 4
I like～?

22 I can play～.
②Lesson 3
I can swim.

22
自分の日課
スピーチ準備②

22
アルファベットの小文
字の認識

22 飲み物
①Lesson 9
What would you like?

22 母音 22
This is＋名詞
It is＋形容詞

22 ★小6中2交流⑨ 22 マッピング 22 封筒の書き方 22
日本と海外の違いに
ついてのまとめ

22
日本と海外の発電
方法の特徴につい
てまとめ

23 What's this?
①Lesson 7
What's this?

23 I can't play～.
②Lesson 3
I can swim.

23
自分の日課
スピーチ

23
アルファベットの小文
字の認識

23 味 23 母音 23
自分が好きなもの
を選ぶ

23 マッピング 23 スピーチ作成① 23
Thank you レター
の完成

23
発表
(自分の理想のゴミ
回収システム)

23
発表(日本と海外の
違いについて)

24 How many～?
①Lesson 3
How many～?

24 Can you play～?
②Lesson 3
I can swim.

24
アルファベットの大文
字の認識

24
アルファベットの小文
字の認識

24
What ｗould you like
?

①Lesson 9
What would you like?

24 ３文字程度の単語 24 マッピング 24 スピーチ作成① 24 スピーチ作成② 24 テーマ決め 24 インタビュー活動 24
newclear /
hydroelectric power

25
アルファベットの大文
字の認識

25
アルファベットの大文
字の認識

25
アルファベットの大文
字の認識

25
アルファベットの小文
字の認識

25 レストランでの会話
①Lesson 9
What would you like?

25 ３文字程度の単語 25 スピーチ作成① 25 スピーチ作成② 25 スピーチ作成③ 25 スピーチ作成 25
調べ学習(海外で使
われる飲み物の容
器について)

25
調べ学習(水力発電
が盛んな国につい
て、特徴や理由)

26 アルファベットの大文
字の認識

26 アルファベットの大文
字の認識

26 アルファベットの大文
字の認識

26 アルファベットの小文
字の認識

26
アルファベットの文字
の認識
音の認識

26
アルファベットの文字
の認識
単語の認識

26 スピーチ作成② 26 スピーチ練習 26 スピーチ練習 26 スピーチ作成／練
習

26 発表 26
日本で水力発電を増
やすため方法につい
てまとめ

27
アルファベットの大文
字の認識

27
アルファベットの大文
字の認識

27
アルファベットの小文
字の認識

27
アルファベットの文字
の認識
単語の認識

27
アルファベットの文字
の認識
音の認識

27
アルファベットの文字
の認識
単語の認識

27 スピーチ作成③ 27
スピーチテスト
(Show &  Tell)

27
スピーチテスト
(Show &  Tell)

27 発表 27 インタビュー活動 27
ディスカッションの
ルールを確認①

28
アルファベットの大文
字の認識

28
アルファベットの大文
字の認識

28
アルファベットの小文
字の認識

28
アルファベットの文字
の認識
単語の認識

28 ６つの子音 28 語順への気付き 28 スピーチ練習 28 鹿高カナダ報告会① 28  カナダ訪問団① 28 リスニング 28
調べ学習(海外の自
動販売機について)

28
ディスカッションの
ルールを確認②

29
アルファベットの大文
字の認識

29
アルファベットの大文
字の認識

29
アルファベットの小文
字の認識

29
アルファベットの文字
の認識
単語の認識

29 ６つの子音 29 語順への気付き 29
スピーチテスト
(Show &  Tell)

29 鹿高カナダ報告会② 29  カナダ訪問団② 29
テーマ決め／調べ
学習(外国の文化)

29
発表(自分の理想の
自動販売機につい
て)

29 テーマ決め

30
アルファベットの大文
字の認識

30
アルファベットの大文
字の認識

30
アルファベットの小文
字の認識

30
アルファベットの文字
の認識

30 英検対策 30 英検対策 30 基礎英語力UP① 30 基礎英語力UP① 30 ★中3高1交流① 30 発表 30 インタビュー活動 30 ディスカッション

31
アルファベットの大文
字の認識

31
アルファベットの大文
字の認識

31
アルファベットの小文
字の認識

31
アルファベットの文字
の認識

31 英検対策 31 英検対策 31 基礎英語力UP② 31 基礎英語力UP② 31 ★中3高1交流② 31
テーマ決め／ス
ピーチ作成

31
調べ学習(海外の携
帯電話の使い方につ
いて)

31 ★中3高3交流①

32 ハロウィン 32 ハロウィン 32 ハロウィン 32 ハロウィン 32 ハロウィン 32 ハロウィン 32 基礎英語力UP③ 32 基礎英語力UP③ 32 ★中3高1交流③ 32
スピーチ作成／練
習

32
発表(環境に配慮し
た携帯電話の使い
方)

32 ★中3高3交流②③

33 クリスマス 33 クリスマス 33 クリスマス 33 クリスマス 33 クリスマス
②Lesson 7
We are good
friends.

33 クリスマス
②Lesson 7
We are good
friends.

33 基礎英語力UP④ 33 基礎英語力UP④ 33 基礎英語力UP① 33 発表 33
意見交流の基礎①
②　(フレーズ、進め
方)

33

34
カナダ訪問団との
交流

34
カナダ訪問団との
交流

34
カナダ訪問団との
交流

34
カナダ訪問団との
交流

34
カナダ訪問団との
交流

②Lesson 7
We are good
friends.

34
カナダ訪問団との
交流

②Lesson 7
We are good
friends.

34 基礎英語力UP⑤ 34 基礎英語力UP⑤ 34 基礎英語力UP② 34 ★中3高1交流① 34 ★中3高2交流① 34

35
カナダ訪問団との
交流

35
カナダ訪問団との
交流

35
カナダ訪問団との
交流

35
カナダ訪問団との
交流

35
カナダ訪問団との
交流

②Lesson 7
We are good
friends.

35
カナダ訪問団との
交流

②Lesson 7
We are good
friends.

35 基礎英語力UP⑥ 35 基礎英語力UP⑥ 35 基礎英語力UP③ 35 ★中3高1交流②③ 35 ★中3高2交流②③ 35

地球コミュニケーション　年間カリキュラム　【指導内容】

こども園 小1年生 小2年生 小3年生 小4年生 小5年生 小6年生 中1年生 高1年生 高2年生 高3年生中2年生

イベント

私の１日

誕 生日
ツ アーガイド

になろう
遊 ぼう

イ ベント

鹿追紹介

日 本文化
紹介

クイズを
し よう

私の１日

できる？

道案 内

Hello
Eng lish

He llo
Englis h

モ ンスター
ゲ ーム

をしよう

私の １日

ど んな
も の？

ど んな
様 子？

人物紹介

自 己紹介

家族紹介

相 手のことを
聞き出そ う

学 校での生活

レ ストランで
の会話

フォニックス フォニックス

フ ォニックス

イベント イベント イベント イベント イベント

フォニックス

フ ォニックス

私のお 薦め

意 見交流をし
よう

人物紹介

ラスト
スピーチ

イベント

将来の夢 鹿追 紹介

家族 紹介

将 来の夢

フ ォニックス

私の好 きなも
の

中3年生

基礎
英語 力

UP

学校で の生活

ツア ーガイド
に なろう

基 礎
英語力

UP

基礎
英語力

UP

イベント

自己紹介

自己 紹介

友達紹介

夏休 みの予定

私の住 んで
い る町 日本と

世界の
農業を

比較しよう

写 真や絵に
つ いて説明

しよう

日本文化
紹介

世界の
飲料水

日 本と世界
の ゴミの分

別

日本の水の
保護に
ついて

考え よう

ゴ ミの回収
システム

感謝の 手紙

日本と
世界の

エネルギー
事 情

私の思 い出

世 界の飲み
物

原子力発電
水力 発電
につ いて
考え よう

世 界の自動
販売機

環境 保護
につ いて

ディスカッ
ション
しよう

Hello
Englis h

学校 探検に
行 こう

外国と の文
化の比較

世 界の携帯
電話事情

自分の 意見
を伝え よう

スピーチに
ついて学ぼ

う

意 見交流を
しよう

※ 高校の年間計 画については 各
学 年７０時間の ため原則１枠 を
２ 時間分として 見ることとす る基礎

英 語力
UP

将来の夢

世界の地理
につ いて
話そう

家族紹介

世 界で人気
の スポーツ

世界の
主要な食品

私の趣味

世 界の歴史

日本と
世界の
食事を

比較しよう学校紹介

私 のお薦め

 ① 新設教科「地球コミュニケーション」 

   「１－４－４－４」の区切りで１３年間の系統性 

  あるカリキュラムを編成した。小学校ではフォニッ 

クスや英語にかかわるイベントを、中学校ではイベ 

ントに加え基礎英語力の向上を図る単元なども取り 

入れている。また、認定こども園５歳児と小学校第 

１・２学年児童の交流授業、小学校第５学年児童と 

中学校第１学年生徒の交流授業、小学校第６学年児 

童と中学校第２学年生徒の交流授業、中学校３学年 

生徒と高等学校第１～３学年性との交流授業を１年 

間を３期にわけて計画・実施している。 

   【右：交流授業の計画】 

             

         【下：１３年間のカリキュラム】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 新設教科「新地球学」 

  新地球学においては、小学校第１学年から高等学校第３学年までの１２年間を見通した学習

内容を計画した。また、興味・関心を高める体験活動についても１２年間で重複しないよう編

成している。指導計画には、ＥＳＤの視点での身に付けさせたい力や評価の観点、他教科との

関連も明記している。 

 ＜中学校第３学年 新地球学 年間指導計画の一部> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 思 技 知

1 見通す　多面性 オリエンテーション オリエンテーション／地震・防災について学ぼう ○ ◎ 理科・技術家庭 4月15日

2 批判　協力　参加 地域の情報を発信しよう①（リハーサル） ○ ◎ 4月16日

3 見通す　協力　参加 地域の情報を発信しよう②（リハーサル） ○ ◎ 4月17日

4 様々な人に地域の情報を発信しよう①（ＰＲ当日） ◎ ○ 4月21日

5 様々な人に地域の情報を発信しよう②（ＰＲ当日） ◎ ○ 4月21日

6 得た情報や学んだことを相手に伝えよう①（報告会） ◎ ○ 5月11日

7 得た情報や学んだことを相手に伝えよう②（報告会） ◎ ○ 5月11日

コミュニケーション

協力

多面性

つながり

中中連携
保護者参観

ESDの視点 単元（小単元） 実施内容
評価

他教科との関連 実施時期
行事関連

(幼小中高連携）

国際理解・地域文化
（地域の発信）

英語
地コミ

修学旅行
中中連携

時
間

単元名 指導内容 Hi ,fr iendsとの関連
時
間

単元名 指導内容

1 自己紹介　
①Lesson 1
Hello!

1 My hobby is～.

2 ★小6中2交流① 2 自己紹介スピーチ

3 ★小6中2交流② 3 Family Tree

4 ★小6中2交流③ 4 年齢

5 He/She wants to～ 5 職業

6
This is～
He/She is～

6
家族紹介
スピーチ作成

7 発表(準備) 7
家族紹介
スピーチ発表
(Show & Tell)

8 発表(準備) 8 曜日と教科

9 発表（スピーチ） 9 ★小5中1交流①

10 I want to～?
①Lesson 6
What do you want?

10 ★小5中1交流②

11
Where do you want
to go?

②Lesson 5
Let's go to Italy.

11 ★小5中1交流③

12 外国調べ
②Lesson 5
Let's go to Italy.

12 日課

13 発表（準備） 13
自分の日課の英作
文

14 ★小6中2交流④
②Lesson 5
Let 's go to Ita ly .

14 ★小5中1交流④

15 ★小6中2交流⑤
②Lesson 5
Let 's go to Ita ly .

15 ★小5中1交流⑤

16 ★小6中2交流⑥
②Lesson 5
Let 's go to Ita ly .

16 ★小5中1交流⑥

小6年生 中1年生

ツアーガイド
になろう

私の１日

家族紹介

学校での生活

自己紹介

自己紹介

友達紹介



       鹿追町幼小中高一貫教育　開発教科「地球コミュニケーション」　ＣＡＮ－ＤＯリスト

※

Spe ak ing 評価方法 Writin g 評価方法 Liste n in g 評価方法 Re ading 評価方法

高校第３学年

S29. トピック（「外国人観光客を呼ぶにはどうし
たら良いか」）について考えを説明することがで

きる。
S30. 地球環境の保全について自分の考えを説

明することができる。
S31. 自国と外国の食文化の違いについて自分

の考えを説明することができる。

W28. トピック（「外国人観光客を呼ぶにはどうし
たら良いか」）について、自分の考えをまとめこ

とができる。
W29. 地球環境の保全について自分の考えをま

とめことができる。
W30. 自国と外国の食文化の違いについて自分

の考えをまとめことができる。

L20. トピック（「外国人観光客を呼ぶにはどうし
たら良いか」）について、グループの考えを聞き

取ることができる。
L21. 外国と自国の食文化や農作物について発

表した内容を聞き取ることができる。
L22. 地球環境の保全に関する友だちの考えを

聞き取ることができる。

R20. 自国と外国の地理情報の違いに関する文
章について読み取ることができる。

R21. 外国と自国の食文化や農作物について書
かれた文章を読み、内容を読み取ることができ

る。
R22. 地球環境の保全に関する文章を読み、内

容を読み取ることができる。

高校第２学年

S26. 指定した単語（aboriginal/trading等）を用
いて、自国のことを説明することができる。
S27. 留学する際に持っていくと良い物を下級生

に紹介することができる。
S28. 自分の考えたゴミ処理のシステムについて

発表することができる。

W25.　自国の歴史や外国の歴史についてまとめ
ることができる。
W26. 挿絵を見てストーリーを考え、描写するこ

とができる。
W27. 外国と自国のゴミ分別についてまとめるこ

とができる。

L17. 自国と外国の歴史を比較したＡＬＴや友人
の発表について聞き取ることができる。
L18. 挿絵に関する英文を聞き取ることができ

る。
L19. ゴミ処理システムについて友だちが発表し

た内容を理解することができる。

R17. 外国の歴史に関する文章について読み取
ることができる。
R18. 外国のゴミ分別に関する内容の文を読み

取ることができる。
R19.　挿絵についての文章を読み取ることがで

きる。

高校第１学年

Ｓ23. 学校生活や自国のこと、住んでいる地域
について、話すことができる。

Ｓ24. 共通した話題に関して、会話をすることが
できる。

S25. 画像や資料を提示しながら他の人に伝え
ることができる。

W22. 税関申告書等を記入することができる。
W23. 感謝の気持ちが伝わる文を書くことができ

る。
W24. 外国と自国の文化の違いについて、まとめ

ることができる。

Ｌ14. 日常生活の身近な話題について、情報や
考えを理解することができる。

L15. Cultural Differenceのプレゼンテーションに
対して、聞き取ることができる。

L16. ＡＬＴや友人のスピーチについて聞き理解
することができる。

R14. 外国の生活や文化等に関する文章につい
て読み取ることができる。

R15. Cultural Differencesに関する文章を読み
取ることができる。

R16. 友人が書いた将来の夢に関する文章を読
み取ることができる。

Spe ak ing 評価方法 Writin g 評価方法 Liste n in g 評価方法 Re ading 評価方法

中学第３学年

S19. 自分・他人の特徴などについて単語をつな
げながら相手に伝わるように説明することがで
きる。
S20. 物事に対する考えや意見を、その理由を

示しながら話すことができる。
S21. スピーチの内容や自分に関する質問に簡

単な英文で答えることができる。
S22. あるテーマについて１５０語以上でまとめら

れたスピーチ文を、原稿を基に発表することが
できる。

W19. 自分・他人の特徴などを英文で書くことが
できる。
W20. 自分の考えや意見を、理由を示しながら、
辞書等を使い英文で書くことができる。

W21. マッピングを基に、あるテーマについての
スピーチ文を１５０語以上で辞書を活用しながら

書くことができる。

L11. 人物の特徴を聞いて、その人についておお
むね理解することができる。
L12. 事柄に対する考えや意見、その理由などを
聞き取りおおむね内容を理解することができる。

L13. 自分に関する質問の内容をおおむね理解
することができる。

R12. あるテーマについて述べられた文を読み、
おおむね内容を理解することができる。
R13. 物事や人物について説明された文を読
み、その内容を理解し、キーとなる言葉を見つ

けることができる。

中学第２学年

S16. 日本の文化や伝統について英語で２０文
程度にまとめたものを発表することができる。
S17. 夏休みの予定や自分が行きたい外国につ

いて、数文で発表することができる。
S18. 将来の夢について、理由も含めて120語程

度で発表することができる。

W16. 日本の文化や伝統に関する紹介文を辞書
等を用いて書くことができる。
W17. 夏休みの予定や自分が行きたい外国につ

いて、７～８文以上で書くことができる。
W18. 将来の夢について、理由も含めて辞書な

どを活用しながら120語程度で書くことができ
る。

L9. 身近なことに関する話や指示をヒントを得な
がら理解することができる。
L10. 日本文化や将来の夢について発表の内容

を聞き取ることができる。

R11. 身近なものについて書かれた２０文程度の
内容を辞書等を使いながらおおむね読み取るこ
とができる。（日本の文化や伝統に関する紹介

文、なりたい職業や将来の夢など）

中学第１学年

S13. 初歩的な英語を使って、ヒントを得ながら
自己紹介をすることができる。
S14. 簡単な表現や決まり文句を使って話すこと

ができる。
S15. 例文を参考にしながら、自分の町について

の紹介を８０語程度で話すことができる。

W13. 学習課題となる初歩的な英文を見本を見
ながら正確に書くことができる。
W14. 自分・他人のことや自分の住む町につい

て、例文を参考にしながら８０語程度で書くこと
ができる。

W15. 習慣でしていることや学校生活について、
例文を参考にしながら書くことができる。

L7. 自己紹介など初歩的な英語を聞いてヒントを
得ながらその内容をおおむね理解することがで
きる。

L8. １０文程度からなる簡単な英語を聞いて、ヒ
ントを得ながらその内容をおおむね理解するこ

とができる。

R9. １０文程度からなる初歩的な英文を一文ご
とに正確に読むことができる。（自己紹介や学校
の身の回りのものなど）

R10. 説明文を読み、その文にあてはまるイラス
トを選ぶことができる。

小学第６学年

S11. . 簡単な内容について、アイコンタクトやク
リアボイス、ジェスチャーなどを使って、発表を

することができる。
S12. 初歩的な会話で使われる表現についてヒ

ントを得ながら正しく発音することができる。
（自己紹介、世界の国々、友達紹介など）

W10. アルファベット大文字を書くことができる。
W11. bとd、pとq等の違いを理解して、アルファ

ベットの小文字を書くことができる。
W12. ４文字程度の単語をアルファベットのつづ

りを聞いて、おおむね文字にすることができる。

L6. １、２文の初歩的な英語をイラストやジェス
チャーなどのヒントを得ながら、その話題のテー

マを選択肢から選ぶことができる。（自己紹介、
世界の国々、友達紹介など）

R7. 初歩的な英文をイラストとつづりを頼りにし
て読み取ることができる。（国やもの・人など）

R8. 簡単な内容の絵本を読み、英語特有の表
現に注意して、文のまとまりを意識して読むこと

ができる。

小学第５学年

S9.初歩的な会話において、アイコンタクトやクリ
アボイス、ジェスチャーなどを意識して、発表を

することができる。
S10. 初歩的な会話で使われる表現についてヒ

ントを得ながらおおむね発音することができる。
（自己紹介、世界の国々、友達紹介など）

W7. アルファベットの大文字を書くことができる。
W8. アルファベットの小文字をおおむね書くこと

ができる。
W9. ３文字程度の単語の発音を聞いて助けを得

ながらおおむね書くことができる。

L5. ３～５語からなる初歩的な英語（１，２文）をイ
ラストやジェスチャーなどのヒントを得ながらお

おむね聞き取ることができる。（自己紹介、世界
の国々、友達紹介など）

R5. 初歩的な英文に使われる単語をイラストと
つづりを頼りにしてヒントを得ながら読み取るこ

とができる。（国やもの・人など）
R6. 簡単な内容の絵本を読み、英語特有の表

現に注目しながら読むことができる。

小学第４学年

S6. 初歩的な会話で使われる単語についてヒン
トを得ながらおおむね正しい発音をすることがで

きる。（自己紹介、相手に聞き出そう、道案内、
人物紹介など）

S7. 短い簡単なスピーチや会話におけるアイコ
ンタクトやクリアボイス、ジェスチャーなどの工

夫がわかり、意識して話そうとすることができ
る。

S8. 単語のアクセントに気を付けながら、相手に
伝わるように発音することができる。

W5. アルファベットの大文字をおおむね書くこと
ができる。

W6. アルファベットの小文字についてヒントを得
ながらその一部を書くことができる。

L4. 初歩的な英語の定型文や単語をイラストや
ジェスチャーなどのヒントを得ながらその内容を

おおむね聞き取ることができる。（自己紹介、相
手のことを聞き出そう、道案内、人物紹介など）

R4. 初歩的な単語をイラストとつづりを手掛かり
にしておおむね読むことができる。（自己紹介、

相手に聞き出そう、道案内、人物紹介など）

小学第３学年

S3. 初歩的な会話で使われる単語についてヒン
トを得ながら、おおむね正しい発音をすることが
できる。（自己紹介、相手に聞き出そう、道案

内、人物紹介など）
S4. 短い簡単なスピーチや会話におけるアイコ

ンタクトやクリアボイス、ジェスチャーなどの工
夫がわかる。

S5. 単語のアクセントに気を付けながら、ヒントを
得ながら発音することができる。

W3. アルファベットの大文字をヒントを得ながら
書くことができる。
W4. アルファベットの小文字について見本を見

ながらおおむね書くことができる。

L3. 初歩的な英語の定型文や単語をイラストや
ジェスチャーなどのヒントを得ながらその内容の
一部をおおむね聞き取ることができる。(自己紹

介、家族紹介、誕生日、私の１日など）

R3.アルファベットの小文字と大文字をおおむね
読むことができる。

小学第２学年

S2. ４～５語程度からなる文についてヒントを得
ながらその一部の発音をまねることができる。

（Hello English、学校探検に行こう、どんなもの?
どんな様子？、～できる？など）

W2. アルファベットの大文字を見本を見ながら、
書くことができる。

L2.   ４～５語程度からなる簡単な文について、
イラストやジェスチャー、日本語の補助などのヒ

ントを得ながらその内容の一部を理解すること
ができる。（Hello English、学校探検に行こう、ど

んなもの?どんな様子？、～できる？の様々な
話題について）

R2.アルファベットの小文字をヒントを得ながら読
むことができる。

小学第１学年

S1. 名詞や数字を中心とした基礎的な単語をヒ
ントを得ながら何度か繰り返した後、正しくまね
ることができる。

W1. アルファベットの大文字を見本を見ながらお
おむね書くことができる。

L1. 名詞や数字を中心とした基礎的な単語をイ
ラストやジェスチャー、日本語の補助などのヒン
トを得ながらその内容の一部を理解することが

できる。

R1. アルファベットの大文字をヒントを得ながら
読むことができる。

５才児

S0. 先生の発音をまねることができる。 Ｌ0. 英単語の表している絵を選ぶことができる。 Ｒ0.. 英語による読み聞かせにおいてストーリー
のイメージを持つことができる。

英語を通じて、場面や状況、背景、相手の表情や反応などを 踏まえて、話し手や書き手の伝えたいことを的確に理解する とともに、自分が伝えたいことを適切に伝える ことができる。

初歩的な英語で話したり、書いたりして自分の考えなどを表現する とともに、初歩的な英語を聞いたり読んだりして話し手や書き手の意向などを理解することができる 。

外国語表現の能力 外国語理解の能力

外国語表現の能力 外国語理解の能力

観点別学習状況の評価における「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」，「外国語表現の能力」及び「言語や文化についての知識・理解」の４つの観点のうち、「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標は「外国語表現の能
力」および「外国語理解の能力」について設定する。

新地球学、地球コミュニケーションと生活科との関連

２学年

生活科 新地球学 地球コミュニケーション

わくわくするね　２年生 1 自己紹介

めざせ　野さい作り名人 2 天気・気候

まちが大すき　たんけんたい 1 鹿追自然ランドを探検しよう 3 身近なもの（簡単な名詞）

2 4 乗り物

3 5 形容詞＋乗り物

4 6 形容詞＋名詞

5

6

7

8

9

めざせ　生きものはかせ 7 形状や状態を表す形容詞

えがおのひみつ　たんけんたい 10 8 教室の名前

11 9 カナダ訪問団との交流

12 10 カナダ訪問団との交流

13

14

15 探検のまとめをしよう！

16

17

18

19

20

21

22

23

24 防災について知ろう！

25

26

作って　ためして 11 ハロウィン

12 クリスマス

あしたへ　ダッシュ 13 スポーツ

14 I can play～.

15 I can't play～.

16 Can you play～?

17 ★幼小２交流

ストーニープレインの身近な自然

を知ろう

（２）教育課程の内容は適切であったか 

  「地球コミュニケーション」の教育課程に対応した 

CAN-DO リストを作成し、「書く・聞く・読む・話す」 

の４観点から学習状況を評価した。「新地球学」にお 

いては、ＥＳＤの視点に立った評価規準を作成し、児 

童生徒の学習状況を随時評価した。児童生徒の評価を 

基に、各部会において学年の区切りである「１-４-４ 

-４」は適切かどうか、「継続性はをあるかどうか」、 

「かかわる力はついているか」、「考動力は育ってい 

るか」という視点から教育課程の内容について検討を 

重ねた。 

さらに右表のような地球コミュニケーションと他教 

科、新地球学との関連を整理した表を学年ごとに作成 

し教育課程の改善・充実を図る工夫をした。 

 

 【下表：地球コミュニケーション CAN-DO リスト】           【上表：新設教科と他教科との関連表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能（計画 力、情報活用 力等）・行動 気付きや知識・理解

行動するための心 行動する ための力 行動する ための技能・実際の行動
行動するための

気付き や知識、理解

地域の自 然と環境・防 災

・身近な自然や人に関心をもち、すすん
でかかわろうとする。

・安全に気をつけて、体験学習や日常の

生活をしようとする。

・身近な自然や環境への気づきや思いを素
直に表現する。

・身近な大人の指示に従い、体験学習や災

害時に適切な判断をしている。

・自分たちの身近な自然の豊かさやよさ
に気づいている。

・自然体験や災害時にとるべく安全な行

動について理解している。

国際理解
外国（姉妹都市など）の身近な自然につ
いて、すすんで知ろうとする。

　外国（姉妹都市など）の自然について知
り、自分たちがくらす地域の自然と比べな

がら学習している。

　鹿追町と外国（姉妹都市など）の自然
の特徴について知っている。

地域の自 然と環境・防 災

・鹿追の自然について、すすんで自分と
のつながりについて考えようとする。

・体験学習や災害時に自ら安全な行動を

しようとする。

・学習したことをもとに、鹿追町の地域や
自然のよさについて考えたり、相手に伝え

たりしている。

・鹿追町で起きた過去の自然災害について

調べたことをもとに、災害時にどのような

行動をとればよいか考えている。

・然別湖周辺の自然体験活動の計画を立て、観察や
調査を行い、調べたことを記録したり新聞にまとめ

たりしている。

・鹿追町で起きた過去の自然災害について、図書や

インタビューなどを用いて調べている。

・風穴や永久凍土など然別湖周辺の自然
の特徴や、そこにくらす生物や生態系に

ついて理解している。

・自然体験や災害時にとるべく安全な行

動について理解している。

国際理解
外国（姉妹都市など）の街づくりについ
て、鹿追町と比較しながら、すすんで考

えようとする。

　調べたことなどをもとに、鹿追町のゴミ
処理やリサイクルと比較し、よさや課題に

ついて考えたり、自分にできることを見つ

けたりしている。

　外国（姉妹都市など）のゴミ処理やリサイクルに
ついて調べる計画を立て、インターネットや図書、

ALTへのインタビューなどを活用して調べている。

　外国（姉妹都市など）の様子や、ゴミ
処理・リサイクルの様子などについて

知っている。

エ ネルギー

　鹿追町のゴミ処理やリサイクルに関心
をもち、自分たちの生活と自然とのかか

わりについて、すすんで考えようとす

る。

　調べたことなどをもとに、鹿追町のゴミ
処理やリサイクルと比較し、よさや課題に

ついて考えたり、自分にできることを見つ

けたりしている。

　鹿追町のゴミ処理やリサイクルについて学習の計
画を立て、調べたことを記録したり、自分の考えな

どをまとめて発表したりしている。

　鹿追町のゴミ処理・リサイクルのしく
みについて理解している。また、そのよ

うな自分たちの生活と自然のかかわりに

ついて気付いている。

地 域の文化
　鹿追町の産業や文化に関心をもち、
人々の営みと自然とのつながりについて

考えたりしようとする。

　調べたことなどをもとに、鹿追町のよさ
や課題について自分の考えをもち、それら

を相手に伝えたり、自分にできることを見

つけたりしている。

　鹿追町の街づくりや特産品などについて調べる計
画を立て、見学や体験を行い、学習したことを記録

したりまとめたりしている。

　鹿追町にくらす人々の生活を知るとと
もに、鹿追町の代表的な産業が自然と深

く関係していることを理解している。

地域の自 然と環境・防 災

・鹿追の自然の成り立ちやすばらしさに
ついて知るとともに、環境や防災につい

ての現状について、すすんで考えようと

する。

・日常生活で発生する災害について安全

に行動しようとするとともに、他者の安

全にも気配りしようとする。

・学習したことなどをもとに、自然とのか
かわりや自分たちのくらしのありかたにつ

いて考えたり、鹿追町の自然を保全するた

めに自分ができることを発信したりしてい

る。

・調べたことなどをもとに、自然と共生し

た街づくりについて考えたり、災害時に適

切で安全行動をどのようにとればよいかを

他者とのかかわりも含めて話し合ったりし

ている。

・然別湖の自然の成り立ちや固有の生態系等につい
て調べるための計画を立て、見学や体験などを行

い、調べたことを記録したり、新聞にまとめたりし

ている。

・鹿追の防災の取組について調べる計画を立て、見

学やインタビューなどを通して、調べたことを記録

したり、自分の考えをまとめたりしている。

・自然と調和した生活を描くとともに、環境や防災

について日常生活でできることを工夫し、発信して

いる。（該当学年全体へ、全校へ）

・然別火山群や然別湖の成り立ちなど、
鹿追の自然の特徴や固有の生態系などに

ついて理解している。

・鹿追町の災害の歴史と防災の取組につ

いて知り、適切で安全に行動するための

手段や他者との連携のしかたについて理

解している。

国際理解

　外国（姉妹都市など）と鹿追町を比較
し、自然と人々とのかかわりについて、

すすんで調べたり考えたりしようとす

る。

　鹿追町と外国（姉妹都市など）のグリー
ンツーリズム（自然観光、交流等）の取組

を比較し、それぞれのよさや課題について

考えたり、それをもとに自然とよりよくか

かわる方法を選択したりしている。

・外国（姉妹都市など）について調べる計画を立
て、インターネットや図書、ALTへのインタビュー

などを活用して調べたり、様々な方法により表現し

ている。

・住みやすい社会を描き、工夫したことを発信して

いる。（該当学年全体へ、全校へ）

　外国（姉妹都市など）の国立公園での
取組やグリーンツーリズム（自然観光、

交流等）の考え方について知っている。

エ ネルギー

　持続可能な地域社会を構築するための
鹿追町独自の取組について知り、すすん

で学習したり、相手に伝えたりしようと

する。

　調べたことなどをもとに、鹿追町の環境
保全のための取組のよさや課題について考

えたり、これからの社会とエネルギーにつ

いて自分ができることを見つけたり、工夫

したりしている。

・鹿追町のバイオマス活用例について調べる計画を
立て、見学やインタビューなどを通して、調べたこ

とをまとめたり、ネットなどで情報を発信したりし

ている。

・資源の消費が少ない生活様式を考え、取り組める

ことを考え実践している。（該当学年全体へ、全校

へ）

　鹿追町の環境保全センターの役割や再
生可能エネルギーについて知り、持続可

能な地域社会を構築するための鹿追町の

取組について理解している。

地 域の文化

　鹿追町の産業や文化に関心をもち、
人々の営みと自然とのつながりについて

考えたり、相手に伝えたりしようとす

る。

　体験や見学したことなどをもとに、鹿追
町のよさや特徴などについて自分の考えを

もち、それを相手に伝えたり、それをもと

に街づくりの工夫を考えたりしている。

　ジオパーク構想について調べる計画を立て、体験
や見学などを通して、調べたことをまとめたり、プ

レゼンテーションしたりしている。

・産業や文化、観光を継承し発展させる活動を工夫

し、実践している。（該当学年全体へ、全校へ）

　鹿追ジオパーク構想について知り、鹿
追町の産業や観光などの特徴について理

解している。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能（計画力、情報活用力等）・行動 気付きや知識・理解

行動するための心 行動する ための力 行動する ための技能・実際の行動
行動するための

気付き や知識、理解

地域の自 然と環境・防 災

・鹿追の自然・環境・防災について、そ
の役割や課題、保全の意義、バランスの

とれた町づくりという視点から進んで追

究しようとする。

・体験学習（や災害）時に自ら安全な行

動をしようとする。

・学習したことをもとに、鹿追町の環境保
全と豊かな暮らしの関係について多角的・

多面的に考え判断したり、追究したことを

適切に表現し伝えたりしている。

・鹿追町の防災について科学的に追究した

り、カナダや諸外国の取組から避難行動等

について考え判断し活かす方法を見つけた

りしている。

・鹿追町の川、土、森林等の自然環境保全の仕組み
について調べる計画を立て、追究し、様々な資料か

ら有用な情報を適切に読み取り図表に記録したりま

とめたりしている。

・鹿追町の過去の自然災害について追究したことや

災害への備えを適切にまとめたり、的確な避難行動

等、自分たちの町に活かす方法を地域に具体的に提

案している。

・鹿追町の自然・環境・防災について、
その現状や環境保全と豊かな暮らしの関

係について理解している。

・学校、地域の防災や災害時のボラン

ティア活動の大切さについて理解してい

る。

国際理解

　カナダをはじめ、諸外国の自然環境や
エネルギー、歴史や文化についての取組

を調査し、鹿追町と比較しながら、課題

についてすすんで考えようとする。

　国際的視野に立って課題解決的に追究
し、対処法や解決法について考えたり、鹿

追の町づくりの視点から、自分たちにでき

ることをを見つけたりしている。

　カナダや諸外国の歴史や文化、環境にかかわる取
組について調べる計画を立て、様々な情報手段を活

用し有用な情報を適切にまとめたり、自分たちにで

きる対処法を実践している。

　カナダや諸外国の歴史や文化、環境や
エネルギーを取り巻く課題、持続可能な

人間生活の在り方などについて理解して

いる。

エ ネルギー

　鹿追町の自然エネルギーの利用に関心
を高め、意欲的に追究し、持続可能な町

づくりという視点から、自分たちにでき

ることを考えようとする。

　鹿追町の新エネルギービジョンについて
多角的・多面的に追究したことをもとに、

将来のエネルギーの在り方について構築し

たり、地球環境問題の視点から自分たちに

できることを考えたりしている。

　鹿追町の町づくりと地球環境問題の視点から、私
たちにできることを計画立てて具体策としてまとめ

たり、実践したりしている。

　新エネルギービジョンに関連し町づく
りの視点からエネルギーの未来像につい

て理解している。

地 域の文化
　鹿追町の歴史や文化に関心をもち、意
欲的に追究し、町の未来像について、進

んで考えようとする。

　地域の歴史や文化、行政の取組などにつ
いて追究したことをもとに、未来像につい

て考察し、自分の考えを適切に表現したり

している。

　鹿追町の町づくりの一環として地域文化の未来像
について適切にまとめたり、まとめたものを地域に

提言したりしている。

　鹿追町の町づくりの一環として地域の
文化や行政の取組などについての未来像

を理解できる。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能（計画力、情報活用力等）・行動 気付きや知識・理解

行動するための心 行動する ための力 行動する ための技能・実際の行動
行動するための

気付き や知識、理解

地域の自 然と環境・防 災

・国立公園を擁する町としての鹿追町に
ついて、自然・環境・防災と人間との関

わりついて、進んで探究しようとする。

・体験学習（や災害）時に、自らの役割

を自覚し、地域の防災活動や災害時のボ

ランティア活動の大切さについて、進ん

で学ぼうとする。

・これまでに学習したことをもとに、地球
的規模の自然災害や環境問題について、地

球市民として多面的に考察し、公正に判断

したり、探究したことをもとに諸外国の

人々と意見交換をし、より高い合意形成を

図っている。

・これまでに学習したことをもとに、地域

の防災活動や災害時のボランティア活動へ

の参加の仕方について、討論を行うなどし

て、自分たちの役割について探究してい

る。

・これまでに学習したことをもとに、地球的規模の
自然災害や環境問題について、地球市民として多面

的に考察し実践するための計画を立てたり、自分た

ちでできる解決策を実践している。

・これまでの学習をもとに、災害避難場所としての

在り方について、仮の設定をもとに体験をしてい

る。（シミュレーション）

・環境保全と豊かな暮らしの関係を地球
的規模でとらえ理解している。

・地域の防災活動や災害時の役割につい

て理解している。

国際理解

　カナダをはじめ、諸外国の自然環境や
エネルギーについての取組を分析し、よ

り望ましい環境保全の在り方についてす

すんで考えようとする。

　これまでに学習したことをもとに、環境
問題や各国のエネルギーの取組について、

来日した留学生とディスカッションし、望

ましい方策について考察し、合意形成を

図っている。

　町の環境に関わる情報を伝えるために、わかりや
すい地域のガイドマップを工夫して作成し、広く世

界に発信している。

　各国の自然環境やエネルギーについ
て、地球的規模でとらえ、望ましい環境

保全の在り方について理解している。

エ ネルギー

　新エネルギービジョンとの関連から、
環境に負荷をかけない持続可能な人間生

活の在り方について、提言の内容を考え

ようとする。

　これまでに学習したことをもとに、再生
可能エネルギーの可能性を活かした将来の

エネルギーの在り方について諸外国の人と

ディスカッションし、適切な展望を模索し

ている。

　エネルギー問題についての対策を考察し、広く世
界へ発信するために、必要な情報を適切に活用しな

がら、英語でプレゼンテーションしている。

　新エネルギービジョンに関連し町づく
りの視点から、環境に負荷をかけない生

活や将来のエネルギーの在り方について

理解している。

地 域の文化
　将来の地域の担い手として、地域の
様々な文化について更に発展させるため

の方策を考えようとする。

　これまでに学習したことをもとに、地域
文化の発展のためにできることを、様々な

人々と話し合いながら、自分の考えを深め

ている。

・カナダ短期留学時に、日本の文化を紹介するため
に、内容や方法を考え工夫している。また現地で、

観客を前に、英語で説明し、紹介している。

・ジオツアーで、わかりやすく説明できるように計

画を立てたり、実際にガイドとして役立つような模

擬体験を行ったりしている。

　地域の文化の価値を自覚し、その継承
や発展のための考えや具体策について理

解している。

高
等

学
校

新地球学 評価規準 

校種 ４つの柱 （低学年は２つ）

小
学

校

低

中

高

校種 ４つの柱

中
学

校

校種 ４つの柱



（３）授業時間等についての工夫 

＜小学校＞ 

第１学年生活科 54時間、第２学年生活科 55時間を減じて、総授業時数を増やして地球コ 

ミュニケーション 34 時間（第１学年）、35時間（第２学年）と新地球学 32時間（第１・２ 

学年）を実施したことから、余剰時数を生活科にあてたりするなどの調整を行った。 

第３・４学年において、総合的な学習の時間 70時間を減じて、地球コミュニケーション 

35 時間、新地球学 35 時間を実施した。 

第５・６学年において、外国語活動 35時間を減じて、地球コミュニケーション 35 時間を 

実施したことから、外国語活動の内容が組み込まれるように調整した。また、総合的な学習 

の時間の 35 時間を減じて、新地球学を実施した。 

 ＜中学校＞ 

    全学年において、社会科、理科から各５時間、総合的な学習の時間から 25 時間減じて、 

新地球学を実施したことから、学び漏れがないように「新地球学」に理科や社会科の学習内 

容を組み込んだ。また英語 35時間減じて、地球コミュニケーションを実施し、英語の内容 

に学び漏れがないように「地球コミュニケーション」の内容に組み込んだ。 

 ＜高等学校＞ 

    地球コミュニケーション」を年間 70時間実施するとともに、「新地球学」を総合的な学 

習の時間において 35 時間実施した。 

    

２  指導方法・教材等 

（１）実施した指導方法等の特徴 

  ①  地球コミュニケーション 

  ＜５歳児～小学校第４学年＞ 

    ア ALT や JTE、音声教材を用いて正しい英語をできるだけ多くの時間、繰り返し触れさせ

る。 

イ 体を動かし、リズムをとり、まねる活動を多く取り入れる。 

ウ 実物や絵カードなどを活用して具体物から五感を働かせる活動を多く取り入れる。 

エ アルファベットやフォニックスを用いて文字に慣れ親しむことを行う。 

オ 簡単な会話ができるよう具体的な場面（live situation）をイメージできるよう工夫 

する。 

＜小学第５学年～中学校第２学年＞ 

ア 他教科等との関連から児童生徒が話したくなる話題を設定し、進んでコミュニケーシ 

ョンを図る場面を設定する。 

イ コミュニケーションの場面を「特有の表現がよく使われる場面」と「児童生徒の身近 

な暮らしにかかわる場面」の二つに分けて設定する。また、コミュニケーションの働き 

を「相手との関係を円滑にする」、「気持ちを伝える」「事実を伝える」、「考えや意図を伝 

える」及び「相手の行動を促す」に分けて、かかわる力を身に付けさせる。 

ウ 「楽しい」から「知的な興味・関心」へつながるような内容を設定する。 

＜中学校第３学年～高等学校第３学年＞ 

ア 言語活動において、実際のコミュニケーション場面を想起させるよう配慮し、必要性 

を感じさせながら、互いの考えや気持ちを伝え合う活動を行う。 

   イ 取り上げる題材については英語だけではなく、他の言語を使用する人々についても理 

解を深めるとともに、日本人に対しても理解を深める。 

ウ 短期留学等から世界や日本の生活・文化について理解を深め、これらを尊重する態度 



を養う。 

エ スピーチ、ディスカッションにおいて、北海道とカナダの先住民の自然との共生につ 

いて学び、人間と自然のより望ましい共生のあり方を考えるようにする。 

オ カナダ短期留学における実地取材を行うことで、鹿追とカナダの環境に対する考え方 

の比較を行い、より望ましい環境保全のあり方を考え、提言する。 

    ②  新地球学 

  ＜５歳児～小学校第４学年＞ 

ア 「学校周辺の自然」については、学校周辺の散策から豊かな自然を体験させる。（例： 

野草の採取、自然調査（凍土測定）など） 

イ  「地域の自然」については、鹿追ネイチャーセンターやジオパーク、大雪山国立公園 

を利用した活動（白雲山登山・千畳くずれ付近のナキウサギ見学・スノーシューによる 

森の散策）など地域の教育資源を活用する。 

ウ 「環境保全」については、循環型生活環境づくりに基づき、家畜の排せつ物や生ゴミ 

をエネルギーに変える施設等を見学し、体験したことを伝える。 

＜小学校第５学年～中学校第２学年＞ 

ア 「地域の自然」については、地域の探索から豊かな自然を体験し、自分たちの住んで 

いる地域のよさを理解させる。（例：農産物を利用した食に関する指導、カヌー体験、リ 

バーウォッチング、イグルーづくりなど） 

イ 「地域の自然」については、鹿追ネイチャーセンターやジオパーク等の外部講師を活 

用して、環境の有限性について理解させ、環境に対する考えをもてるようにする。（水質 

調査、土壌調査、ウチダザリガニの駆除など） 

ウ 「地域のいろいろな人たちとかかわり」については、体験活動を通じて、鹿追町の産 

業について特色を理解し、発信できるようにする。 

エ 「地域のいろいろな人たちとかかわり」については、地域の人々や留学生との交流を 

通じてグローバルな視点を身に付ける。（例：農業研修する外国人、ＪＩＣＡの人たちと 

のかかわりや北海道の先住民であるアイヌのくらしについての理解など） 

オ 「環境保全」については、バイオマスエネルギーや循環型社会（新エネルギービジョ 

ン）について調べ、活用方法などを考え、発信できるようにする。 

＜中学校第３学年～高等学校第３学年＞ 

ア 再生可能エネルギーの実際と可能性について学び、将来の社会のエネルギーのあり方 

を考えるようにする。 

イ ネイチャーセンターなど地域の人材を活用する。 

ウ 地域の自然を見つめなおし、これまでの活動を振り返り、協力しながら問題を解決し 

ていく学びを取り入れる。 

エ 北海道とカナダの先住民の自然との共生について学び、人間と自然のより望ましい共 

生のあり方を考えるようにする。 

オ カナダ短期留学における実地取材を行うことで、鹿追とカナダの環境に対する考え方 

の比較を行い、より望ましい環境保全のあり方を考え、提言する。 

カ 北海道やカナダの先住民族の自然との共生のあり方にふれ、相違点の理解から人間と 

自然の関係を考えるようにする。 

キ 生物の多様性やバランスによって自分たちの生活や生態系が支えられていることを理 

解し、バランスを維持する共生のあり方について考え、判断し、行動する力が身に付く 

ようする。 

 



（２）指導方法等は適切であったか 

  ①  地球コミュニケーション 

     ・たくさんの教材を活用していくことで、児童生徒の興味関心を高め意欲的に交流する姿 

が見られた。 

・フォニックスはとても大切な指導であり、ALT や JTE の指導により、児童生徒はスムー 

ズにフォニックスの感覚を身に付けている、自分で書こう、読もうとする意識に大きく 

つながっている。 

・アルファベットや Magic E などを継続して練習した結果、児童がアルファベット等を身 

に付けることができ、自信につながった。 

・英語検定に取り組む児童生徒が増えてきており、一つのよい目標になってきている。 

・交流授業は学校間の調整が難しいこともあるが、児童生徒のかかわる力とコミュニケー

ション能力を高める上で有効であった。 

   ②  新地球学 

    ・「持続可能な社会を構築するための教育」の視点に立って指導内容の改善を図るため、 

「課題を見出すための視点や身に付けさせたい力を明確にしながら指導する方法」は適 

切であった。 

    ・地域の教育資源から体験し、課題を見つけ、自分なりの課題解決方法を考えたり、友だ 

ちと協力して解決方法を見つけ出したりすることで、人間と自然の望ましい共生のあり 

方について考えるようになった。 

・「地域のいろいろな人たちとかかわり」のなかで、体験活動を行うことで、鹿追町の産 

業について特色を理解し、発信できるようになってきている。 

 

 Ⅱ  実施の効果  

１ 児童・生徒への効果 

   児童生徒アンケートを実施（4段階評価） 総数 512  平成 29 年 11 月 16 日～22 日実施）  

 ① 地球コミュニケーション 

    「地球コミュニケーションの授業で積極的に 

  話そうとしたか」という内容の問いに対する 

  回答は右のグラフのような結果となった。 

小学校低学年の結果（3.7）と中学校の結 

果（3.1）が高く、小学校中・高学年の結果 

（2.9）が低く表れたが、これは、地球コミ 

ュニケーションの交流授業が影響している 

ものと考える。 

交流授業は、学校間の接続期を中心に計 

画しており、５歳児と交流を行っている小学校第１・第２学年、小学校第５・第６学年と交

流を行っている中学校第１・第２学年は、交流授業の主体となる場面が多いことから、積極

的に取り組む意欲や態度が育ったと考える。 

   また、教研式学力検査（CRT）の過去 10 年間（平成 19 年 1 月実施～平成 29 年 1 月実施

分）の結果から中学校２年生の英語の学力の推移を表したものが【表 A】である。これによ

ると、全国平均（100）を上回っている項目が多く、特に小領域３「まとまりのある英語を聞

き取る」、４「強勢や区切りに注意して話す」、５「考えや気持ちを正しく伝える」が安定

して全国平均を上回っていること、領域１２「適切な表現を用いて書く」が著しく伸びてい

くことが本町生徒の英語の学力の特徴として明らかになっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 ② 新地球学 

 「新地球学の授業で友だちと協議したり、 

考えを深めたりしましたか」という内容の問 

いに対する回答は右のグラフのようになった。 

鹿追町の児童生徒は、新地球学の授業で課題 

について友だちと話し合ったり、考えを深め 

たりすることができていると感じていること 

がわかった。 

 

２ 教師への効果 

教師アンケートを実施（4段階評価） 総数 81  平成 29 年 11月 16 日～22 日実施）  

  「英語の興味関心をもたせる活動に心掛けているか」という問いに対する回答は左下のグラ

フのようになった。このことから、小学校において地球コミュニケーションの学びを生かす日

常的な取組や活動の工夫が行われていることがわかった。また、「環境について考えさせる授

業を行っているか」という問いに対する回答は右下のグラフのようになった。このことから、

特に、中学校において「考動力」を意識して授業づくりが進められていることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 保護者等への効果 

保護者アンケートを実施（4段階評価） 総数 306  平成 29 年 11 月 16 日～22 日実施）  

  地球コミュニケーションと新地球学の２教科について子どもの様子から考えを尋ねたとこ

ろ、どの学校種の保護者も平均評定が 3.3 以上の回答があり、よい印象と継続して欲しいとい

う気持ちがあることがわかった。また、小学校保護者での一貫教育に対する期待が大きいこと

も明らかとなった。 

１ 語や文を正確に聞き取る 

２ 質問や依頼に適切に応じる 

３ まとまりのある英語を聞き取る 

４ 強勢や区切りに注意して話す 

５ 考えや気持ちを正しく伝える 

６ 英文を正しく伝える 

７ 長文の大切な部分を読み取る 

８ 内容を捉え賛否やその理由を示す 

９ 基本的な単語や英文を書く 

10 適切な表現を用いて書く 

表 A【中学校第２学年英語 CRT 学力検査 10 年間の推移】 【中学校 2 年英語の小領域】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ 研究実施上の問題点と今後の課題  

＜研究実施上の問題点＞ 

研究開発の取組は、新設教科のカリキュラムを軸とし、学習環境や幼児児童生徒理解を深めて

いくことで、幼小中高の滑らかな指導の接続を図ることができた。また、授業力向上や教材開発

の面においても大きな成果が見られた。しかしながら、本研究開発が本来の教育課程における各

教科等にどのような影響を及ぼしているかについても確認することも大切である。 

今後については、本研究開発の成果を広く紹介するとともに、新学習指導要領に研究成果を生

かし課題について焦点化していくことで、さらなる充実を図っていきたいと考える。 

①  研究してきた新設教科に対し、それぞれの目標の達成に向けて取り組んできたが、今後はそ

の先にある主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に向けた取組が求められる。 

②  自立的な人格の形成を目指した２１世紀を生き抜くために必要な汎用的な資質・能力がど

のように身に付いたか評価し、教科学習の先にある能力を見据えた指導が求められる。 

 ③  「新地球学」においては、持続可能な開発のための教育（ESD）や防災教育について、学習

を進めてきたが、さらに積極的に考え地域や社会とかかわる力（考動力）の向上に向けた授業

実践が求められる。 

 ④  小学校第３・４学年の外国語活動、第５・６学年の外国語（英語）に「地球コミュニケーシ

ョン」のカリキュラムや評価をどのように接続させるか、あるいはどのように活用していくか

検討していく必要がある。 

   ⑤  小学校４年生以上に一人一台のタブレット端末を導入したが、他教科も含め「地球コミュ

ニケーション」「新地球学」の学びの中でどのように活用すると、効果的な学びとなるか、研

究を重ねていく必要がある。 

⑥  作成した教科書については印刷費等で多額なものとなる。今後は、容易に改訂したり、更

新したりするため、電子化を検討する必要がある。 

＜今後の課題＞ 

  地球コミュニケーションについては、今後は、新学習指導要領で実施される小学校第５・６ 

 学年の外国語（英語）の授業、小学校第３・４学年の外国語活動の授業において、地球コミュ 

ニケーションのカリキュラムや CAN-D0 リストをどのように活用していくかが課題である。また、

５歳児や低学年からの英語教育の有効性が子どもの育ちやアンケート結果から明らかになった

ことから、どのようなカリキュラム編成が小学校３・４年の外国語活動につなげるのに有効かと

いうことも探っていきたい。さらには、高校１年生でのカナダ短期留学において「生きた英語」

を生徒が話せるよう、実効性のあるカリキュラムを編成していくことも重要な課題としたい。 

しかおい学からスタートした新地球学については、ESD の視点を活かしたカリキュラムとルー

ブリック評価の一層の充実を図りながら、総合的な学習の時間の中で鹿追町ならではの学びを再

編していく必要がある。 


